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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

前年度報告では PCaP1 と微小管の架橋を補強する他の MAP が存在する可能性が推測された。そこ

で、表層微小管と細胞膜の架橋機構、微小管伸長の制御を司る可能性のある PCaP1 を通して細胞骨格

と細胞成長の制御機構を解明することを目的とし、新規 MAP の探索を行った。その結果、6 分子に微

小管局在マーカー（MAP4）との共局在が観察された。今年度はその中でも、１．過剰発現株（OE 株）

において微小管に関連する表現型が見られる新規分子、および ２．カルモジュリン結合ドメイン（IQD）

を含む新規分子に注目して解析を進めた。 
１．についてMAPとしての機能を明らかにするために、OE株、オリジナルプロモーターで発現調節

した分子-GFP発現株（Own-GFP株）、T-DNA挿入変異破壊株（破壊株）を用いた検討を行った。OE
株においては右巻き変異株の表現型が見られ、胚軸には野生株にはみられない突起状の構造が観察され

た。これに対し破壊株では、野生株との表現型の違いは今のところ観察されていない。現在、遺伝子重

複の可能性を考慮して多重変異株の作製を進めており、表現型を通して機能解析を行う予定である。ま

た、微小管との直接的な相互作用の検討を行うために、リコンビナントタンパク質も作製中である。 
２．についてMAPとしての機能を明らかにするために、Own-GFP株、破壊株を用いた詳細な検討を

行った。Own-GFP株では、得られた全ての形質転換植物において微小管に関連した変異株の表現型が

見られた。破壊株では、微小管重合阻害剤であるプロピズアミドを3 uMの濃度で含む培地上において

野生株とは異なる根の伸長が見られた。現在は相補性試験を進めている。また、微小管との直接的な相

互作用の検討を行うために、リコンビナントタンパク質も作製中である。 

 

10. キーワード 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している 

当初の実験計画で挙げていた PCaP1 については微小管機能との関連性が疑われる結果となったが、

これを契機にカルシウムシグナルに関与する可能性を持った新規の MAPs の同定に成功した。この研究

を進めることで、微小管機能とカルシウムシグナルの関連を明らかにできると期待している。 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 

IQD タンパクは動植物普遍的に存在しているが、植物における知見は少ない。データベースによると

シロイヌナズナには 33 の分子が存在し、アミノ酸配列を基にした進化系統樹では、同定された複数の

分子は全て同じグループに分類される。今回、微小管局在が確認された分子は ABA 処理をすることに

よってリン酸化されることが網羅的解析で報告されているため、微小管制御機構と細胞内シグナル伝達

との関連が推測され、これらの新規分子と微小管、カルモジュリンとの直接的な相互作用を明らかにで

きれば、微小管の制御機構を解明する手がかりとなることが期待される。 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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